
市
民
文
芸

短
　
歌

水
野
昌
雄
選

俳
　
句

森
田
公
司
選

川
　
柳

松
岡
惠
美
子
選

No.644
10

今
日
も
ま
た
夕
闇
せ
ま
る
町
中
を

ム
ク
ド
リ
の
群
飛
び
去
り
て
行
く
　
　
　
　
　
桜
6

藤
波
不
二
雄

ウ
イ
ン
ド
の
朝
の
光
に
カ
ラ
フ
ル
な

少
女
の
ポ
ス
タ
ー
大
き
な
瞳
　
　
　
　
　
　
　
坂
3

神
谷
安
久
子

い
つ
の
ま
に
花
水
木
の
並
木
は
紅
葉
し

秋
深
ま
り
て
い
る
今
日
と
な
る
　
　
　
　
　
　
里
　
　
堀
部
　
悦
子

立
ち
ど
ま
り
し
ば
ら
く
の
間
を
眺
め
て
る

い
ち
ょ
う
の
黄
の
葉
が
光
に
ゆ
れ
て
　
　
　
　
里
　
　
柴
田
　
境
子

久
び
さ
の
コ
ー
ヒ
ー
ひ
と
口
の
み
こ
ん
で

退
院
の
母
よ
ろ
こ
び
の
顔
　
　
　
　
　
　
　
　
八
2

小
亀
美
江
子

氏
神
の
ぎ
ん
な
ん
拾
ふ
年
寄
り
ら
　
　
　
　
　
坂
4

西
野
　
定
雄

今
朝
も
ま
た
鳥
が
来
て
を
り
な
な
か
ま
ど
　
　
桜
4

小
林
　
重
仁

菊
な
ま
す
逝
き
た
る
人
を
偲
び
を
り
　
　
　
　
里
　
　
村
松
　
静
子

八
ヶ
岳
残
し
て
秋
の
夕
日
入
る
　
　
　
　
　
　
南
2

益
子
　
幸
江

ど
の
家
に
も
柿
が
た
わ
わ
に
蔵
の
町
　
　
　
　
桜
2

奥
野
　
栄
吉

健
や
か
な
朝
の
目
覚
め
の
根
深
汁
　
　
　
　
　
八
3

小
原
多
重
子

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
秋
の
夕
焼
け
染
め
に
け
り
　
　
本
3

菊
地
原
武
昭

あ
け
び
乗
る
袋
小
路
の
多
き
町
　
　
　
　
　
　
桜
6

豊
田
ト
ヨ
子

背
伸
び
し
て
お
み
く
じ
結
び
春
の
笑
み
　
　
　
本
4

山
野
　
栄
子

未
来
図
が
今
年
の
俺
を
駆
け
さ
せ
る
　
　
　
　
里
　
　
渡
邊
　
左
吉

ビ
ッ
ク
マ
ッ
ク
い
か
に
食
べ
る
か
思
案
顔
　
　
本
3

藤
原
　
光
信

ま
な
板
の
リ
ズ
ム
軽
や
か
七
日
粥
　
　
　
　
　
本
3

加
藤
　
レ
イ

古
ぼ
け
た
辞
書
い
つ
ま
で
も
友
と
す
る
　
　
　
本
2

柳
田
の
ぶ
子

服
買
っ
て
帽
子
売
り
場
も
ハ
シ
ゴ
す
る
　
　
　
南
5

吉
村
戸
支
子

一
年
の
無
事
確
め
る
年
賀
状
　
　
　
　
　
　
　
坂
3

永
井
　
久
江

だ
ら
し
な
さ
い
つ
も
自
分
を
許
し
て
る
　
　
　
里
　
　
吉
田
　
長
慶

A

や
さ
し
く
学
ぶ
ア
ル
コ
ー
ル
依

存
症
講
演
会

日
　
時

1
月
29
日
（
土
）
午
後

1
時
半
〜
4
時

場
　
所

川
口
保
健
所
大
会
議
室

内
　
容

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の

治
療
と
対
応
の
コ
ツ
に
つ
い
て
わ

か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。
自
助

グ
ル
ー
プ
、
リ
ハ
ビ
リ
施
設
に
つ

い
て
情
報
提
供
し
ま
す
。

講
　
師

松
　
陽
子
氏
（
精
神
科

医
師
）

定
　
員
　
80
人
（
申
込
み
順
）

申
込
み

1
月
28
日
（
金
）
ま
で

に
川
口
保
健
所
へ
電
話
で

A

食
育
教
室
・
家
族
で
適
量
配
分

〜
あ
な
た
の
分
は
ど
の
く
ら
い
？
〜

日
　
時

2
月
9
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
午
後
1
時

場
　
所

川
口
保
健
所

内
　
容

調
理
実
習
と
講
話

対
　
象
　
幼
稚
園
児
、保
育
園
児
、

小
学
生
の
保
護
者
15
人

申
込
み

は
が
き
に
q
保
護
者
氏

名
w
ふ
り
が
な
e
お
子
さ
ん
の
学

年
お
よ
び
年
齢
r
郵
便
番
号
t
住

所
y
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、

川
口
保
健
所
保
健
予
防
推
進
担
当

へ
。（
住
所
・
川
口
市
前
川
1
の

11
の
1
）
1
月
21
日
（
金
）
必
着
。

A

食
品
表
示
セ
ミ
ナ
ー

日
　
時

2
月
16
日
（
水
）
午
後

2
時
〜
4
時

場
　
所

浦
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
第
13
集
会
場
（
浦
和
駅

東
口
徒
歩
1
分
）

内
　
容

J
A
S
法
、
食
品
衛
生

法
に
基
づ
く
食
品
表
示
の
概
要
説

明
な
ど

対
　
象

県
内
在
住
・
在
勤
の
一

般
消
費
者
55
人
（
申
込
み
順
）

申
込
み

関
東
農
政
局
地
域
第
一
課

1
0
4
8
・
8
6
4
・
9
0
4
1

日
　
時

1
月
25
日
（
火
）
午
後

2
時
〜
3
時
半

場
　
所

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

ベ
ル
ホ
ー
ム
1
階

内
　
容

人
権
落
語
を
ご
存
じ
で

す
か
。人
情
噺
で
大
い
に
笑
っ
て
、

「
脳
」
の
気
分
転
換
を
図
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

講
　
師

柳
家
喬
の
字
氏
（
落
語

家
・
柳
家
一
門
、
8
年
間
の
福
祉

施
設
現
場
勤
務
経
験
あ
り
。
高
齢

者
施
設
、
病
院
、
学
校
等
で
幅
広

く
講
演
活
動
中
）

対
　
象

65
歳
以
上
の
方
30
人

申
込
み
・
問
合
せ

市
西
部
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
1
2
8
0
・

5
2
2
2

認
知
症
の
方
を
介
護
す
る
者
同

士
、
気
軽
に
話
を
し
ま
し
ょ
う
。

日
頃
口
に
で
き
な
い
こ
と
を
何
で

も
言
葉
に
出
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

日
　
時

1
月
20
日
（
木
）
午
後

1
時
〜
2
時
半

場
　
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

対
　
象
　
認
知
症
の
方
を
介
護
さ

れ
て
い
る
ご
家
族
、
過
去
に
介
護

さ
れ
た
経
験
が
あ
る
方
、
家
族
会

の
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

費
　
用

無
料
（
当
日
参
加
可
）

申
込
み
・
問
合
せ

市
東
部
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
1
2
8
4
・

1
2
5
0

S
A
J
公
認
指
導
員
に
よ
る
レ

ベ
ル
に
応
じ
た
講
習
や
級
別
テ
ス

ト
、ポ
ー
ル
練
習
を
実
施
し
ま
す
。

期
　
間
　
1
月
29
日

（
土
）
〜
30
日
（
日
）、

1
泊
2
日

場
　
所
　
新
潟
県
妙

高
杉
の
原
ス
キ
ー
場

受
講
料
　
3
0
0
0
円

※
宿
泊
代
は
1
泊
2
食
リ
フ
ト
2

日
券
付
き
で
1
万
4
0
0
0
円
程

度
（
各
自
現
地
精
算
、
小
学
生
以

下
リ
フ
ト
無
料
）

※
現
地
集
合
・
解
散
（
交
通
手
段

相
談
可
）

申
込
み
・
問
合
せ
　
1
月
20
日

（
木
）
ま
で
に
受
講
料
を
添
え
て

市
ス
キ
ー
連
盟
事
務
局
・
今
井
1

2
8
1
・
3
5
7
5

投稿は 1 部門 2 首（句）以内。部門を明記し漢字にはふりがなをふり毎月末日までに。掲載は 1 人 1 部門とさせていただきます。
なお、掲載作品は、選者により添削されている場合があります。

川
口
保
健
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

1
2
6
2
・
6
1
1
1

第
10
回

認
知
症
家
族
の
集
い

認
知
症
予
防
教
室

市
ス
キ
ー
連
盟
主
催

ス
キ
ー
教
室

� 



内
　
容
　
学
校
説
明
、
1
科
実
習

見
学
・
体
験

科
　
目
　
機
械
制
御
シ
ス
テ
ム

科
、建
築
デ
ザ
イ
ン
科
、
設
備
シ
ス

テ
ム
科
、
情
報
制
御
シ
ス
テ
ム
科

申
込
み
・
問
合
せ
　
前
日
ま
で
に

電
話
、
F
A
X
で
。
県
立
中
央
高

等
技
術
専
門
校
1
0
4
8
・
7
8

1
・
3
2
4
1
、
6
0
4
8
・
7

8
1
・
8
9
9
0

放
送
大
学
で
は
、
23
年
度
1
学

期
（
4
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の

放
送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通

信
制
の
大
学
で
、
心
理
学
・
福

祉
・
経
済
・
歴
史
な
ど
幅
広
い
分

野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
期
間

2
月
28
日
（
月
）
ま

で
※
資
料
等
は
無
料
で
差
し
上
げ

ま
す
。
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

放
送
大
学
埼
玉
学
習
セ

ン
タ
ー
1
0
4
8
・
6
5
0
・
2

6
1
1

日
　
時

1
月
8
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
11
時
半
、
9
日
（
日
）
午

前
11
時
〜
午
後
0
時
半

場
　
所

鳩
ヶ
谷
高
校

内
　
容

「
桐
壷
」
を
読
み
、
源

氏
物
語
の
魅
力
を
味
わ
い
ま
す
。

対
　
象

県
内
在
住
ま
た
は
在
勤

の
方
20
人
（
先
着
順
）

申
込
み
　
1
月
4
日
（
火
）
〜
7

日
（
金
）
に
電
話
ま
た
は
F
A
X

（
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
年
齢

を
明
記
）
で
。
当
日
は
「
桐
壷
」

の
テ
キ
ス
ト
持
参
。

問
合
せ

県
立
鳩
ヶ
谷
高
校
1
2

8
6
・
0
5
6
5
、
6
2
8
0
・

1
0
2
8

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
に
入
る
団
塊

の
世
代
を
対
象

に
、
「
地
域
で

自
分
が
何
を
行

え
る
の
か
」
と

い
う
こ
と
を
理

解
す
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
な
る

講
座
で
す
。

日
　
時

2
月
14
日
〜
28
日
の
毎

週
月
曜
、
午
後
1
時
半
〜
3
時
半

場
　
所

や
す
ら
ぎ
会
館

対
　
象

定
年
退
職
を
控
え
た

方
、
す
で
に
退
職
さ
れ
た
方
50
人

費
　
用

無
料

申
込
み
　
1
月
5
日
（
水
）
〜
31

日
（
月
）
に
窓
口
で
。

問
合
せ
　
市
社
会
福
祉
協
議
会
1

2
8
5
・
2
0
5
0

場
　
所

埼
玉
労
働
局
雇
用
保
険

説
明
会
会
場
（
さ
い
た
ま
新
都
心

駅
徒
歩
1
分
）

内
　
容
　
講
演
「
裁
判
例
か
ら
み

た
解
雇
・
雇
止
め
の
法
理
」

講
　
師

古
川
陽
二
氏
（
大
東

文
化
大
学
教
授
）

申
込
み
　
1
月
11
日
（
火
）
ま
で

に
、
任
意
の
用
紙
に
セ
ミ
ナ
ー
申

込
み
と
記
入
の
上
、
会
社
名
、
所

在
地
、
電
話
番
号
、
参
加
者
の
役

職
と
氏
名
を
F
A
X
で
送
信
。

問
合
せ

埼
玉
労
働
局
1

0
4

8
・
6
0
0
・
6
2
0
1
、
6
0

4
8
・
6
0
0
・
6
2
2
1

※
詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

A

第
4
次
埼
玉
県
I
T
推
進
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
仮
称
）
案

期
　
間

1
月
21
日
（
金
）
ま
で

問
合
せ

県
情
報
企
画
課
1
0
4

8
・
8
3
0
・
2
2
6
9

A
（
仮
称
）
埼
玉
県
第
3
期
知
的

財
産
戦
略
案

期
　
間

1
月
21
日
（
金
）
〜
2

月
22
日
（
火
）

問
合
せ

県
産
業
支
援
課
1
0
4

8
・
8
3
0
・
3
9
0
8

A

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催

就
職
に
役
立
つ
専
門
技
術
教
育

や
、
も
の
づ
く
り
に
興
味
が
あ
る

方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
　
時

1
月
15
日
（
土
）
午
後

1
時
半
〜
4
時

A

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
が
無
料
化

1
月
か
ら
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

で
の
各
相
談
が
原
則
無
料
と
な
り

ま
し
た
。
ご
利
用
の
際
は
事
前
に

電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

相
談
場
所

浦
和
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
（
予
約
専
用
1
0
4
8
・
8

3
8
・
7
4
7
2
）

相
談
日
程
　
月
曜
＝
遺
言
・
相

続
・
登
記
相
談
、
火
曜
＝
ク
レ
ジ

ッ
ト
・
サ
ラ
金
相
談
、
水
曜
＝
裁

判
・
そ
の
他
法
律
相
談
（
有
料
）、

木
曜
＝
法
律
・
登
記
相
談
、
金

曜
＝
成
年
後
見
・
家
事
事
件
相
談

※
木
曜
は
来
所
相
談
日
、
午
前
8

時
半
か
ら
先
着
順
で
受
け
付
け
。

※
他
の
相
談
セ
ン
タ
ー
の
日
程
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
埼
玉
司
法
書
士
会
1
0

4
8
・
8
6
3
・
7
8
6
1

労
働
保
険
料
（
労
災
保
険
・
雇

用
保
険
）
の
第
3
期
分
の
納
期
限

は
1
月
31
日
（
月
）
で
す
。
納
付

書
は
納
期
限
の
10
日
前
頃
、
事
業

場
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り

の
金
融
機
関
で
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
納
期
限
を
過
ぎ
て

の
納
付
の
場
合
に
は
延
滞
金
を
徴

収
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
埼
玉
労
働
局
1

0
4

8
・
6
0
0
・
6
2
0
3

日
　
時

1
月
20
日
（
木
）
午
後

2
時
〜
4
時

所
得
税
・
消

費
税
・
贈
与
税

の
申
告
書
作
成

会
場
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

（
川
口
税
務
署
庁
舎
内
に
は
設
置

さ
れ
ま
せ
ん
）

期
　
間

2
月
14
日
（
月
）
〜
3

月
15
日
（
火
）、
午
前
9
時
〜
午

後
4
時
（
土
・
日
を
除
く
。
た
だ

し
2
月
20
日
お
よ
び
2
月
27
日
の

日
曜
は
開
設
し
ま
す
）

場
　
所

S
K
I
P
シ
テ
ィ
総
合

棟
（
A
1
街
区
）
1
階
多
目
的
ホ

ー
ル

※
混
雑
状
況
に
よ
り
受
付
終
了
時

間
が
早
ま
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
お
車
の
方
は
、
臨
時
無
料
駐
車

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

川
口
税
務
署
1

2
5

2
・
5
1
4
1

A

遺
言
・
相
続
無
料
相
談
会

日
　
時

2
月
11
日
（
金
・
祝
）

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

●
面
談
相
談
（
予
約
制
）

場
　
所

浦
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
浦
和
駅
東
口
徒
歩
1

分
）、
埼
玉
司
法
書
士
会
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー
（
熊
谷
・
越
谷
・
所

沢
）
※
予
約
は
2
月
9
日
（
水
）

ま
で
に
電
話
で
1
0
4
8
・
8
6

3
・
7
8
6
1

●
電
話
相
談
（
相
談
当
日
の
み
）

1
0
4
8
・
8
7
2
・
8
0
5
5
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事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ

労
働
保
険
の
お
知
ら
せ

所
得
税
等
の
申
告
書

作
成
会
場

紛
争
自
主
解
決
支
援

セ
ミ
ナ
ー

意
見
を
募
集
し
ま
す

県
民
コ
メ
ン
ト
制
度

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
講
座

県
立
中
央
高
等
技
術

専
門
校

埼
玉
司
法
書
士
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

県
立
鳩
ヶ
谷
高
校

公
開
講
座

放
送
大
学
学
生
募
集

県では、場所や診療科目・時間な
どの条件を入力すると、県内の約 1
万か所の医療機関や薬局を検索でき
る「埼玉県医療機能情報提供システ
ム」を公開しています。
http://www.iryo-kensaku.jp/saitama
問合せ 県医療整備課1048－830－
3542

県内の医療機関や薬局の情報を
知りたいときは


